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本稿の区分 Ｂ善の理念 松原稿 
１－①－ⅰ 自分自身の対象であると p.343 l.16 一 
   －ⅱ だが実践的理念において p.344 l.4 二 
１－②－ⅰ 概念のうちに含まれてお p.344 l.13 三 
   －ⅱ －善の理念は、この現 p.344 l.17 四 
   －ⅲ －意志の理念は自己規 p.345 l.5 五 
   －ⅳ 概念は内容にとっては p.345 l.12 ＊ 本章の課題 p.184 l.8
２－①－ⅰ 直接的実在化の推理その p.346 l.2 六 
   －ⅱ －さらにまた善は、そ p.346 l.14 七 
   －ⅲ －理念は完全な規定態 p.347 l.6 八 
２－② だが実践的理念にまだ欠 p.347 l.10 九 
２－③ だが実践的理念はこの移 p.348 l.3 十 
３ 第二の前提における活動 p.349 l.19 十一 
『大論理学』の頁数と行数は以文社版『大論理学』３のものである。 
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主観的概念は普遍的なもの・それ自体で自立的に没規定的なもの das an und 
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は単なる語彙として「空虚な形式」であることが想起されてもよい－、風土と密
着しない情景の一般的な描写に止まるもの（「与えられた規定を自己のうちにと
りいれてこれを自己自身のものにするために um eine gegebene Bestimmung in sich 















































としてそれだけで自立的に für sich 内容を自己自身のうちに
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存在するもの für ihn das Anundfürsichseiende」であり（だからこそ、詩題で二分
されつつそのすべてが送別詩である）、その「概念は、ここではそれ自身自立的
























































絶対的に妥当する内容である。 In der äußerlichen als der formellen 
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Zweckmäßigkeit war er ein unbestimmter endlicher Inhalt überhaupt；hier ist 






































〔 130 〕 
的性としての外的合目的性においては（形成史的視点なる）内容（とは言っても、
それ）は無規定的（期限を定めず、つまり一貫して）有限的な（すなわち台閣の中





























固定され、かつ und 本質的に有限なもの wesentlich ein solches であるならば
（公・私の対立は、程度の差こそあれ公人（官人）の地位にあった詩人一般について
も、広く同様に考慮されるべきものである）、善もまた、（離別の哀情の表現という）
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である。換言すれば、「善（王維の送別詩）はそれ自体で自立的に an und für sich
存在する、だが最後の抽象的な直接態としてのこの存在は存在（公的送別詩）
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は、王維が密接な関係にある・換言して「疎通しあう思い das durchsichtige 

















形成 die vollständige 
Ausbildung des unaufgelösten Widerspruchs, jenes absoluten Zwecks, dem die 
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意識 das Selbstbewußtsein の形態をとって現われるのであり、そしてこの側面
に関して（作者の）自己意識の叙述と合致する（修辞的矜恃を凌駕する）trifft nach 





































維の公的送別詩）」には「本来の意識そのものの契機 das Moment des eigentlichen 
Bewußtseins selbst」が「まだ欠けている」のであって、その欠けている契機
すなわち「概念（公的送別詩）における（披送者の要請に応えるという）現実性
の契機がそれだけで外的存在の規定に届いている für sich die Bestimmung des 
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性）としてのみ自己を知る das Erkennen weiß sich nur als Auffassen, als die für 







実性である die Erfüllung, d.i. die an und für sich bestimmte Objektivität ist ihr 














〔 138 〕 
る Der praktischen Idee dagegen gilt diese Wirklichkeit, die ihr zugleich als 
unüberwindliche Schranke gegenübersteht, als das an und für sich Nichtige, das 













る危険を犯した）Der Wille steht daher der Erreichung seines Ziels nur selbst im 
Wege dadurch, daß er sich von dem Erkennen trennt und die äußerliche 


















として外的現実性に対してさし向けるのである In dem Schlusse 
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des Handelns ist die eine Prämisse die unmittelbare Beziehung des guten 
Zweckes auf die Wirklichkeit, deren er sich bemächtigt und [die er] in der 


































化されていることにとって本質的に必要な媒介である Die Ausführung 
des Guten gegen eine gegenüberstehende andere Wirklichkeit ist die 
Vermittlung, welche wesentlich für die unmittelbare Beziehung und das 
Verwirklichtsein des Guten notwendig ist。というのは対立している現実性
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「だが実践的理念（王維の公的送別詩）はこの（真の理念のなかに自分の欠陥の
補うという）移行を自己自身によって durch sich selbst おこなう」。すなわち「（王





unmittelbare Beziehung des guten Zweckes auf die Wirklichkeit であって、目的
は現実性を自分のものとし（結果としての表現の類型化、ないしは雷同化）、第二





























〔 142 〕 
このことは、その「第二の前提（Ｂ－Ａ）において善（Ａ）に対立している抽
象的な存在（Ｂ）をしかしながら実践的理念（公的送別詩の制作）がすでにみ
ずから揚棄している［否定している］Dieses abstrakte Sein, das dem Guten in der 




の制作）の第一の前提 die erste Prämisse は（公的送別詩なる）概念の直接的な
客観性（送別詩の受け手（被送者）の要請）であって、この客観性にしたがって
目的（公的送別詩の制作）は一切の抵抗なしに（つまり直ちに）自己を現実性（文
献）に伝達する sich mitteilen のであり、現実性との単一な・同一的な関係 in 
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れていることにとって本質的に必要な媒介 die Vermittlung, welche wesentlich 
für die unmittelbare Beziehung und das Verwirklichtsein des Guten notwendig 
ist」だからである。すなわち「対立している現実性（送別詩の一次的な読者）
は（公的送別詩なる）概念の最初の否定 die erste Negation ないしは他在にすぎ
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－『大論理学』の言い換えを辿れば、「たんに一面的な向自存在 ein einseitiges 
Fürsichsein をもたらすだけであり、それだからその所産［作品］Produkt が主観的な
かつ個別的なものとして現われ、こうして所産のなかで最初の（実現されていない目
〔 146 〕 




する同一性 der an sich seienden Identität を定立する運動（最終的に到達した結
論）」という王維の活動性だったということである。というのは、「この直接
的現実性は（社会儀礼の要請の中での制作という）前提によって、ただ現象の実
在性（離別に際する送者と被送者双方における心情交流の欠如）だけをもち nur eine 
Realität der Erscheinung zu haben、それ自体で自立的に無的であり、端的に客
観的概念によって規定可能である an und für sich nichtig und schlechthin vom 
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る も の ） eine Unmittelbarkeit, welche nicht die Wiederherstellung der 
Voraussetzung, sondern vielmehr deren Aufgehobensein ist である」ということ










する）とともに消失している Die Einzelheit des Subjekts, mit der es durch seine 










となく継続される）のである es sich als den an und für sich bestimmten Begriff 
weiß」。かくして「この成果のなかでは（詩人の）認識が回復されて実践的理























honor が honōs に取って替わりうる競争者となる前には、さいしょの話
手がこれをその場で作り、他人がこれを模倣し、反復し、ついにこれを
慣用せざるをえなくすることが、必要であった Avant que honor devienne 
un concurrent susceptible de remplacer honōs, il a fallu qu’un premier sujet 
l’improvise, que d’autres l’imitent et le répètent, jusqu’à ce qu’il s’impose à 
l’usage。（『一般言語学講義』p.235） 
honor の最初の話手の発話に対する聞手は、もちろん honor を使用すること
のなかった honōs の使手である。両者は言語交通する。だが honor の最初の
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う」（同）－。では聞手の側ではどうか。聞手はそれを初めて耳にするにも











と、話手が honor の honōs との形態的差異－それは類語のもつ同一の意義的
有用性・内容に対しており、だから内容の同一性は共存する両形式においてまだ定立
されていない－に託していた情意は別の託され方 Weise が必要になる
notwendig。すなわち「文［命題］の一般的形式 general form；allgemeine Form」
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それが「十分な表記 a satisfactory notation；eine genügende Notation」すなわ

























定するのは不都合である。内属 Inhärenz と包摂 Subsumtion とはすでに、個別
的なものは普遍的なものがそれに内属するがゆえにそれ自身普遍的なものであり、
また普遍的なものは個別的なものをそれが包摂するがゆえにそれ自身個別的なも
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であると言うことはできない That M is a thing 
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